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1 . はじめに  

 2015 年に国連で採択された「持続可能な開発の

ための 2030 アジェンダ」に掲げられた，持続可能

な開発目標（ SDGs：Sus t a inab le  Deve lopmen t  Goa l s）

は，教育現場においても非常に興味・関心が高ま

っている取り組みである。  

 本学では，SDGs の諸問題に興味を持つ学生を対

象に，大学での学びを活かし，社会課題を考える

「知識探求型学生交流プログラム FIT-SDGs プロ

ジェクト（以下，本プログラム）」を実施しており，

2 年目を迎えた。本プログラムでは，SDGs につい

て理解を深め，学びとの連関を考えることにより，

大学生として今何ができるか，将来どのように社

会をより良くできるかなど，SDGs を自分事として

捉え，行動できる姿勢を養うことを目的としてい

る。  

 本プログラムの実施にあたり，教員 4 名（プロ

ジェクトリーダー /電気工学科  田島教授，情報シ

ステム工学科  下戸准教授，社会環境学科  陳准教

授，教養力育成センター  古川教授）と共に内容検

討，運営を行った。以下に実施内容とその成果に

ついて報告する。  

2 . 実施概要  

 本プログラムは，事前ワークショップ（ 2/7）と

1 泊 2 日の宿泊研修 PBL（ 3/5 ,6）の全 3 日間で実

施し，参加学生は 19 名で，参加者内訳は表 1 の通

りである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  1 事前指導  

 事前指導では，初めに，SDGs にどのようなゴー

ルがあるのか，SDGs が達成されない場合社会にど

のような影響があるのか，前提となる知識や背景

表  1 参加者の内訳  

所属学科 1年生 2年生 3年生 4年生

電子情報工学科 0 0 0 0

生命環境化学科 0 0 0 0

知能機械工学科 1 0 0 1

電気工学科 1 0 4 0

情報通信工学科 0 0 0 1

情報システム工学科 6 0 1 0

ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 0 0 0 0

社会環境学科 0 3 1 0

合計 8 3 6 2
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について，田島教授から講義を行った。また，防

災サークル代表の社会環境学科 2 年川岡  大起さ

んより，身近な自然災害である水害に着目して発

生メカニズムや過去の災害事例について発表して

いただいた。内水氾濫や洪水などの都市型災害や，

災害の激甚化に関する将来予測などについても説

明があった。  

 

 

 

 

図  1 川岡さん発表資料より抜粋  

 

 さらに，田島教授から「災害と電気の関連」と

して，スマートフォンは災害時の情報収集や通信

の手段として重要であることが示され，活性炭と

水で発電する電源装置に関する実験についても説

明があった。本プログラムでは，防災・減災・災

害復旧における課題とその解決方法について議論

していくこととした。  

 宿泊研修までの個人ワークでは「 SDGs の観点か

ら，防災・減災・災害復旧でどのような対策がで

きるだろうか。大学で学んでいることをどのよう

に役立てることが出来るだろうか。」という問いに

対し，学生は以下の流れに沿って取り組んだ。  
 

①もっと深く知りたい・考えたい問題は何です

か？（複数でも OK です）  

②書籍や論文を読んだり，インタビューをした

りして，問題に関する情報を集めよう。  

③ -A ①の問題について，どのような解決策が考

えられるか，集めた情報や学んだ知識をもと

に自由に想像してみよう。また，その解決策

ではどのような結果がもたらされるか，予測

してみよう。  

 

 ここまでを個人ワークとし，以下に続く設問に

ついては宿泊研修 PBL のグループワークを通して

一緒に考え，意見交換する構成とした。  
 

③ -B  （事前ワークをふまえて）もたらされる結

果は，ポジティブな（良い）ことだけだろう

か。ネガティブな（悪い）ことはないだろう

か。両方の観点から，結果を整理してみよう。 

④ ① ～ ③ -B で 考 え た こ と に つ い て チ ー ム で 意

見交換を行い，各々の専門を活かして，より

良い解決策を検討しよう。  

 

 上記の流れはサイエンスの基本的な考え方（調

査したい問いの特定→情報収集→問いに対する答

えの予測→実験と観察による仮説の検証→データ

の分析→仮説に対する結論）を学生に意識させる

ことを企図した。参加学生の属性が，学年・学科

ともに幅広い本プログラムでは，このようにスモ

ールステップを作ることが有用であったと感じる。 
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2 .  2 宿泊研修 PBL 

 宿泊研修 PBL は，平成 29 年・令和 5 年と豪雨

災害の被害を受けた東峰村の現地視察を行ったの

ち，グループワークを中心に実施した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  2 .  1 被災地現地視察  

 初日の東峰村現地視察では，東峰村ツーリズム

協会ガイドの小野様から，被害状況や災害当時の

対応，防災・復興への取り組み等についてお話を

伺った。特に，自主防災組織育成の取り組みとし

て，避難行動要支援者の支援計画を作成している

ことや，全村民を対象とした防災訓練の実施の様

子などもお聞きし，学生からはそれに関連した質

問が複数あがった。  

 

2 .  2 .  2 グループワーク  

 フィールドワーク後は， 5 つのグループにわか

れ，各自が考えてきた個人ワークの内容をお互い

に共有したり，フィールドワークで見聞きした内

容について意見交換をしたりしながら，グループ

で取り組みたい地域課題を決定し，その解決方策

について検討を行った。学科・学年混成であった

が，どのグループも活発に議論を交わしていた。  

 途中，下戸先生考案の他己紹介ゲームを行い，

他グループのメンバーとの交流も進んだ様子であ

った。本プログラムでは学生同士の交流もテーマ

としており，このゲーム以外にも食事や入浴の時

間を通じて「全員と話す」ことを目指してもらっ

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  2 .  3 全体報告  

 学生たちは 2 日間の議論の集大成として，若年

層に向けた防災教育の在り方や，地域コミュニテ

ィ強化の重要性，災害時におけるマイノリティの

早期避難やエネルギー供給の問題など，様々な視

点から課題とその解決策を発表した。（別添資料参

照）  

 宿泊研修 PBL の 2 日間には，プロジェクトメン

1日目

9:00 大学集合

10:40 東峰村にてガイドさんとともに

水害被災地の現地視察

14:30 FITセミナーハウスにてグループワーク

18:30 夕食

～21:30 グループワーク

2日目

9:00 グループワーク、発表資料作成

12:10 昼食

13:30 発表、質疑応答、講評（1チーム20分）

16:00 大学へ移動

到着後 修了証授与、解散

表  2 宿泊研修 PBL のスケジュール  

図  2 ガイドの説明に耳を傾ける様子  

図  3 グループワークの様子  
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バー以外の講評者として，情報通信工学科の石田

教授，教養力育成センターの坂本助教にも参加い

ただいた。教員からの講評では「聞いたことやひ

とつの話を鵜呑みにするのではなく色々な視点か

ら判断してほしい」，「データに基づく提案など短

い時間でよくできていたが，学生ならではの独創

性がもう少しあっても良かった」，「誰を対象にし

た課題なのかをもう一歩踏み込んで考えるとより

深い解決策につながる，今日提案したことをでき

るところは明日からでも実行してほしい」，「今日

考えた課題は今後の学科での研究などにも活かし

ていけるので皆さんのアイデアを伸ばしてほしい」

などのコメントがあった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学生からは，本プログラムを通して得た学びと

して「専攻している分野が違えば，色々な考えが

でてくることに驚いた。また，学んでいる内容以

外のことにも興味を持つことが大切なことだと気

づいた。このような様々な意見を持つ人が集まる

場ではそれぞれの立場や意見を尊重しながら，す

べての意見をうのみにしないことが，より自分の

考 え を 深 め る こ と に つ な が る と 学 ん だ 」，「 正 直

SDGs と防災は余り関係ないと考えていたが，密接

に関係があるとわかった。また，本格的な課外活

動が初めてだったが様々な人とコミュニケーショ

ンを取ることで，新しい考え方を得ることができ

た」，「自分たち学生でも（ボランティアなど）出

来ることはあるのだと知った」などの声が聞かれ

た。  

 

3 . 参加学生の事後アンケート  

 本プログラム終了後，参加学生にアンケートを

実施し， 19 名全員が回答した。設問 1（プログラ

ム全体の満足度）では，①とても満足，②やや満

足が 19 名という結果になった。被災地域のフィー

ルドワークで多くの学びを得たこと，普段関わり

のない学年や学科の壁を超えて交流できたことが

よかったと回答している。  

 また，設問 3（プログラムを通して前向きな刺

激を得られたか）では，全員が①とても得られた，

または②やや得られたと回答し「他学科の学生と

交流でき，自分では思いつかない案がでてとても

勉強になった」，「意欲の高い学生がそれぞれグル

ープワークに打ち込んでいる姿を見たり発表を聞

いたりして，レベルの高さにとても良い刺激を受

けた」，「防災についての興味関心度がアップした」

などの回答があった。  

 設問 5（今回のプログラムと大学での学びの間

に，どのような繋がりをみつけることができまし

たか。）では，「大学での研究は想定される課題を

元にシステムの開発を行なっていくが今回のよう

なプログラムはそもそもどんな課題があるのかと

いうことを知ることができたので，本格的に研究

を 始 め る 前 の 段 階 で 知 る こ と が で き 良 か っ た 」，

「自分たちが学んでいる専門分野は，普段の生活

でいろんなところに繋がっていることがわかった」

などの回答があった。  

図  4 全体報告及び教員からの講評の様子  
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 全日程終了後，参加学生には田島教授より修了

証が手渡された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 . 次年度に向けて  

 知識探求型学生交流プログラムとして，今年度

も SDGs に関する学びと学生交流を掛け合わせた

取り組みを実施した。学生のアンケート結果から，

SDGs への理解を深めると共に他学科・他学年の学

生と活発な議論・交流ができたことが伺えた。次

年度も SDGs×防災を継続テーマとし，より充実し

たプログラムを構築していきたい。  
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（別添資料）  

◆グループ A 発表概要  

東日本大震災以降，同規模の災害が起こっておら

ず防災意識が低下している現状に着目。特に若年

層の防災訓練参加率向上や，防災教育の質を高め

る工夫について提言した。  

 

 

 

図  5 修了証と共に  
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――――――――――――――――――――――  

◆グループ B 発表概要  

東日本大震災における犠牲者数の 6 割以上が 60

歳以上の高齢者で，障がい者の死亡率は住民全体

の死亡率の 2 倍であったことから，社会的マイノ

リティの避難行動について注目。システムとコミ

ュニティの両面から課題解決にアプローチした。  

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――  
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◆グループ C 発表概要  

災害が起きる前にできることとして，防災意識の

向上のためにハザードマップの認知度を高めるこ

とが重要であるとして，バーチャルハザードマッ

プなどのシステムを紹介。  

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――  

◆グループ D 発表概要  

防災教育で教えるべきこと，災害発生後の適切な

行動についてまとめた。また，災害時のエネルギ

ー供給問題を解決する手段として，実用化が期待

される電磁波方式のワイヤレス給電などを紹介し

た。  
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――――――――――――――――――――――  

◆グループ E 発表概要  

防災教育における生徒と教員の認識の相違に着目

し，義務教育の段階から防災教育を充実させるこ

と，こどもの発達段階に応じた保護者参加型の防

災教育を行うことなどを提言。  

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――  

発 表 資 料 の 全 ス ラ イ ド は 以 下 の リ ン ク 先

（ ht tps : / /oped . f i t . ac . jp /news /120 /de ta i l）に掲載して

おります。下記 QR コードからもアクセス可能で

す。  

 

 

 

 

 

 


